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論 文 内 容 の 要 旨
序 論一 有島武郎 研究 の対象 と方法一
この論文において研究対象 とす るのは、西欧 的(脱 東洋的)な 作家 として の有 島で もなけれ
ば 、 〈二元〉問題 の苦痛 に生きた作家 として の有 島で もない。私が注 目しようと して いるのは、
〈リア リズム的な作 家 として の評価〉 の意義、有 島にお ける くリア リズム〉 の意味で ある。
本研 究は有島にお ける リア リズム の意義 を再考す るた め、主 として有島 の精神的 ・思想 的 ・
宗教的な閲歴 を考察す るわ けであ るが、 中で も特 にキ リス ト教 と有 島との 問題 に重点 を置 きな
が ら、研究 を進 めた。そ の際、主な研究対象 として、有 島にお けるキ リス ト教そ のものの問題、
有島のキ リス ト教入信 問題それか ら棄教の 問題等 々、有 島にお けるキ リス ト教 にかかわ る諸 問
題 を考察 した。
本論 では更 に彼 の文学 の世界に検 討 を加え、 中で も有 島の代表作 とも言われ る 『カイ ンの末
喬』 と 『或 る女』、処女作である 「か んか ん虫」、 さ らに彼 の代表 的な童話作品で ある 「一房 の
葡萄」等 の文 芸作 品を通 して、有島 の文芸世界 の特質 を明 らか に した。
第一部 有 島武郎 とキ リス ト教
第一章 有 島武郎 とキ リス ト教概観
有 島がキ リス ト教 に入信 していた明治30年半ば頃 には、社会主義運動が活発であ って、そ の
ような時代的思潮 と有島のキ リス ト教入 信 も決 して無縁ではな いと考え られ る。有 島 とキ リス
ト教 の問題 は、恐 らく有島 自身の問題 で もあろ うが、近代 日本 という時代的な問題 をもそ こに
内在 して いた と考 え られ る。 と くに、有 島 が棄 教 とい う悲 しむ べき道 を歩 まな ければ な らな
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かった理 由には、 日本 とい う東洋の雰囲気や伝 統が関係 していたのではなか ったか。 これは有
島だけではな く、近代 日本における知識 人、 とくに文 学者達 に多 く認め られ る問題 にほかな ら
ない。
日本人がキ リス ト教 に対 して 関心 を抱 いた理 由は、 キ リス ト教が、 「近代西洋か ら受容 され
た 自我 の尊敬の主張が当時の青年層 に大 きな波紋 をひき起 こし、そ こに彼 らが、何か新 しい精
神 的世界への展望 と期待」 を見 出す ことになったか らである。 これ は笹淵友一氏 も指摘 したよ
うな近代化 と共 に芽生え始 めた ヒューマ ニズムへ の開眼をも意 味す るのであ ったが、有島 もこ
のような時代的な現象の中でキ リス ト教 に入信す る ことになる。
一体、有島はキ リス ト教 に どのように接近 し、 また どのようにそれ を受け とめて いたのだろ
うか。 さ らに、なぜ有 島はキ リス ト教か ら離れな ければ な らなか った のか。 これ らの問題 にっ
いて、先行研 究 を視 野にいれ なが ら考察 した。
第 二 章 有 島 武郎 と キ リス ト教 入 信1一 〈真 理 〉 追 求 及 び 宗 教 の 芽 生 え一
有 島 にお け る キ リス ト教 入 信 を促 した 背 景 につ いて 考 え る際 、 彼 の幼 年 時 代 ま で 遡 る 必 要 が
あ ろ う。 ア メ リカ 人牧 師 の家 で の英 会 話 教 育(明 治16年)や ミ ッ シ ョ ン ・ス ク ー ル で あ っ た横
浜 英 和 学校 へ の入 学(明 治17年)は 、 父 有 島武 に とっ て 先 進 教 育 と い う一 つ の 教 育 方針 に基 づ
く こ とで あ っ た。 が 、 そ う した 中で 少 年 有 島が 自然 にキ リス ト教 に 接 して い た こ とは容 易 に 理
解 され る。 少 な く とも、 有 島 にお け るキ リス ト教 の 問 題 を考 え る場 合、 横 浜 時代 に ア メ リカ 人
牧 師 の 家 に通 っ て いた こ と とか 、 横 浜 英 和 学 校 に在 学 して い た こ とな どが、 有 島 に、 キ リス ト
教 が 全 く異 邦 的 な も ので は な い とい う認 識 を、 この 時 に植 え つ け た と言 え る の で は な い だ ろ う
か。
この よ うな 成 長 環 境 と して の 横 浜 とい う こ とや、 新 渡 戸 稲 造、 カ ー ライ ル 、 内村 鑑 三 な どを
通 して、 有 島 自 身が 切 実 に求 め よ う と した もの は 何 で あ った の か を考 察 して み た。 そ こで 明 ら
か とな った 非 常 に重 要 な 点 は 、 有 島 が 求 め て い た の が 恐 ら く宗 教 そ の も の よ りも宗 教 に よ って
導 き 出 され る 〈真 理 〉 そ の もの で は な か っ た の か とい う こ とで あ っ た。
とす れ ば 、 有 島が 求 め て い た 〈真 理〉 とは、 一体 どの よ うな もの で あ った のか 、 とい う 問題
を 明 らか に しな けれ ば な らな い 。 例 えば 、 〈真 理〉 と宗 教 と の 問題 、 も し くは 〈真 理 〉 そ の も
の の 内実 な ど を考 え な け れ ば な らな い。 有 島 が 追 求 し よ う と した 〈真 理 〉 は、 か つ て 仏 教 に
よ って 求 めて いた もの で あ り、 ま た カ ー ライル に よ っ て見 出 し、 さ らに 内村 に よ って そ の実 体
を見 出 した 〈真 理 〉 にほ か な らな か っ た と考 え られ る。
第 三 章 有 島 武 郎 とキ リス ト教 入 信2一 〈真 面 目〉 を め ぐ っ て一
漠 然 と して いた 〈真 理〉 追求 へ の道 、 そ れが 、 新 渡 戸 稲 造 の紹 介 に よ るカ ー ライ ル と の 出会
い、 そ れ か ら 内村 鑑 三 に対 す る傾 倒 、 さ らに親 友 の森 本 か らの影 響 等 に よ って 、 徐 々 に具 体 化
し て ゆ く。 これ 以 後 、 有 島 にお い て 〈真 理 〉 は、 〈徹 底 た る真 面 目〉 と して そ の精 神 的 な 基 軸
と な る まで 成 長 して い く こ とに な る。
有 島 にお け る 〈真 面 目〉 とは、 真 の 「同情 」 に至 る た め の精 神 的 なイ ンス ピ レー シ ョンで も
あ った 。 この 「同情」 とい うー問題 は、 有 島 が以 前 か ら追 求 して い た 問題 で 、 恐 ら く座 禅 に専 念
して いた 時 か ら、真 の 「同情 」 た る 自分 を求 めて いた ので あ る(「人 間 ニ シテ 真 ノsympacyナキ
モ ノハ 殆 ン ド人 間 ニ ア ラズ 。sympacyナキ 人 間 ガ 不 徳 ヲ ナ ス ナ リ。 不 倫 ヲ 敢 テ ス ル ナ リ」 と
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「同情 」 に つ い て 認 識 して いた 有 島 が、 「仏 尊 ハ 、 九 重 雲 深 キ ノ辺 ニ ア リテ 尚 且 老 病 死 二 萬 腔
ノsympacyアリキ 」と記 して い る こ とか ら も うか が わ れ る)。 さ ら に、カ ー ライ ルや 内 村 に 同感
と敬 愛 の念 を寄 せ て いた の も、 言 っ てみ れ ば 、 そ こに有 島 が 求 め て い た 「同 情」 の 問 題 が あ っ
た か らで あ る。 この よ うに、 有 島 は如 何 に 自分 の うち に 「同 情 」 を見 出 す か、 とい う問 題 に執
着 して いた し、 そ れ を実現 す る た め に 〈真 面 目〉 な る こ とを 求 め て い た。
有 限 な 〈肉〉 を 〈霊 〉 の徹 底 に よ って 浄 化 し、 無 限 の 境 地(〈 真 面 目〉 の境 地)で あ る真 の
「同 情 」 に まで 至 る とい う、 この無 限 の境 地 に 限 りな く近 づ く こ とが有 島 に お け る 〈真 面 目〉
で あ っ た 。
しか し、 そ の時 ま さ に 〈肉〉 の 問題 を象 徴 す る事 件 とも言 え る男 色 事 件 が 起 こ り、 こ の ダイ
ナ ミ ッ クな ドラ マ の よ うな 森 本 と の 出来 事 によ って 、 結 局 無 限 の境 地 に至 れ な い(〈 真 面 目〉
さ の不 可 能)こ とを ま ざ まざ と見 せ つ け られ る。 結 局 、 有 島 は 〈死 〉(〈肉〉 の徹 底 した 廃 滅)
で な けれ ば 、 無 限 の境 地 に至 る こ とが 出 来 な い と い う精 神 的 な危 機 に まで 追 い込 まれ て しま っ
た ので あ る。
第 四章 有 島 武 郎 とキ リス ト教 入 信 の 問 題
有 島 にお け る'「一 大 変 化 」 と い う こ との 意 味 は 、 有 島 自 身が 目下 問題 に して い た 〈肉〉 に対
して 、〈死 〉と い う方 法 で は な く、他 の道 が 見 出 さ れ た こ と を意 味 して い た の で は な い だ ろ うか。
そ れ は、 キ リス ト教 へ の 入信 で あ っ た の で あ る。 有 島 に と って 、 キ リス ト教 へ の入 信 と 〈肉〉
の 問題(死 に よ って しか解 決 す る事 が 出来 な か っ た はず の 〈肉〉 の 問 題)に 対 す る 解 決 とは、
新 た な 「1ife」(生命)、 つ ま り 「人 」 の 〈肉 〉 を殺 し、 「神 」 か らの新 た な 〈肉〉 を 授 か る こ と
で あ っ た。 そ して 、 〈生 命〉 な る 「神 」 を、 有 島 は キ リス ト教 の 信 仰 に よ って 求 め よ う と した
ので あ っ た 。 否 定 す べ き 「人」 の 〈肉〉 の 問題 を、 自殺 で は な く、 キ リス ト教 へ の入 信(〈 生
命 〉 な る 「神 」)を 通 して解 決 しよ う と した こ とが 「一 大 変 化 」 と い う、 有 島 に お け る精 神 史
上 にお け る重 大 な 変 化 で あ っ た。
こ の よ う な有 島 の キ リス ト教 へ の入 信 は 、 あ る意 味 にお いて 、 「人」 に対 す る 今 まで の絶 対
的 信 頼 に代 わ る 、 「神」 と 「悪 魔 」 とい う 「人 」 を支 配 す る 新 た な 存 在 に対 す る 認 識 の 芽 生 え
で もあ っ た。 これ は 無 限 な る一 つ の能 力 を有 す る主 体 と して の 「人」 とい う いわ ゆ る主 体 意 識
か ら、 「人」 そ の も の の代 わ りに、 「神 」 と 「悪魔 」 とい う 「人」 を支 配 す る も の の認 識 へ の変
化 で もあ ろ う。
そ れ で は、 キ リス ト教 に対 す る信 仰 に お い て 、 「神 」 の存 在 を 有 島 は ど の よ う に 理 解 して い
た か 。 先ず 注 目さ れ る の は、 有 島 の伝 統 的 自然 観 に も とつ く 「神 」 認 識 が 、 キ リス ト教 の神 の
存 在 認 識 に投影 され て いた と考 え られ る こ とで あ る。 恐 ら く、 後 の有 島 にお け る棄 教 の原 因 と
もな る この よ う な 「神 」 認 識 は 、 こ の宇 宙 を創 造 した 超 越 的 ・絶 対 的 な神 と して の キ リス ト教
の 神 の 存 在認 識 とは全 く違 う、 いわ ゆ る一 っ の総 体 た る宇 宙 、 そ の宇 宙 の 内側 に存 在 す る 内在
的 な 「神」 の認 識 で あ った ので あ る。
第五章 有 島武郎 とキ リス ト教棄教の問題
有島がキ リス ト教 に身を置 いて いた間、 人の模範た る信者 として讃 え られて いた。 しか し、
有島は約十年間に亘る このようなキ リス ト教信仰 生活 を棄てて、彼 自 らの決心 によ り元 の 「嬰
児」 に戻る ことになる。 この ような棄 教の原因 と しては、 さまざまな 問題が考 え られ るが、本
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論 で は これ らの 問題 の 中 で、 と くに有 島 の性 欲 の 問題 、 人 間 の 自由意 思 の 問題 、 さ らに偽 善 の
問題 な ど に焦 点 を当 て な が ら、 そ の棄 教 に至 る しか 道 が な か っ た こ とを考 察 した。
な か で も最 も直接 的 な棄 教 の原 因 と して考 え な けれ ば な らな い の は、 や は り 「偽 善 」 とい う
有 島 自身 耐 え 切 れ ぬ 問題 に逢 着 して しま っ た こ とで あ る。 そ れ は 「罪 」 に対 す る疑 問、 キ リス
ト教 の 神 を通 して も 「人」 の 〈肉〉 の 問題 が救 済 され 得 な い こ との認 識 、 す な わ ち、 キ リス ト
教 そ の もの に よ っ て さ え、 真 の 「同情 」 が 実 現 され な い こ との認 識 で あ った 。 こ の よ う に、 有
島 が 棄 教 を 決 心 した の は、 キ リス ト教 の 「偽 善 」 的 な 面(真 の 「同情 」 の実 現 をキ リス ト教 の
中 に見 出 せ な か っ た こ と)、及 び 自分 自身 のキ リス ト教 徒 と して の 「偽 善」(同 じ く、 有 島 自 身
も真 の 「同情 」 を実 現 す ぐ こ とが 出 来 な か っ た こ と)を 認 識 し、何 よ りも有 島 自 身そ の 「偽 善 」
に堪 え き れ な か っ た こ とが 大 きな 要 因 とな った と考 え られ る ので あ る。
第二部 有 島武郎 と作 品の世界
第一章 序 論一 キ リス ト教棄教か ら 日本文壇への登場一
有島のキ リス ト教入信か ら棄教 まで の問題 として、何よ りも重要なのは、 「人」 の 〈肉〉(そ
こには森本 との男色事件 とい うダ イナ ミ ックな ドラマ があ ったが)の 問題で あ ろう。そ れは
「人」 の 〈肉〉 か らの解放 を試みてキ リス ト教 に入信 しなが ら、 どうして も 「人」 の 〈肉〉か
ら永遠に離 れる ことので きな いことの認識へ と至 った ことで ある。 また、有 島が入信以前か ら
常 に求 め続 けていた 〈真理〉追求の問題、即ち、内村鑑三 ・カー ライルな どを通 して確 認 した
「同情」 の問題 をキ リス ト教 の信仰の 中で実現 しよ うとしつつ も、その 「同情」 実現 の不 可能
への認識 にいたった こと、さらに この 「同情」を見せか けに した 〈偽善〉の問題 も考 え られる。
さらに付け加 えるな らば、有島のキ リス ト教観 に横たわ るその伝統的な 自然観の問題 な ども挙
げ ることが 出来 よう。以上 に挙げた問題は、おそ らく有島の文学作品の世界 に生々 しく投影 さ
れている と考 え られ るので ある。
この第二部 にお ける 「有島武郎 と作品の世界」 では、 このよ うな有島の精 神的な問題が それ
ぞれの作 品の基底 をな して いると見な し、それ らの問題が作品世界にいかに投影 されて いるの
か を考察 した。
第 二章 有 島武 郎 「か ん か ん 虫」 論一 人 間 の 〈欲 〉 によ る 「世 の 中」 の論 理 一 一
有 島 の処 女 作 と して 一 般 的 に認 め られ て い る の が 、 「か んか ん 虫」 で あ る。 「か ん か ん 虫 」 を
有 島文 学 に お け る処 女 作 と見 な し、 この 作 品 の 担 う意 義 につ い て考 察 した。
こ こで は ヤ コ フ、 イ フ ヒ ム、 「私 」 とい う三 人 の登 場 人 物 を 中心 に、 作 品 の備 え る 三 層 の構
図 とそ の意 味 に つ いて 考 えて み た。 まず 、 構 図 的 に 見 る と、 イ フ ヒム の 「個 人 的怨 恨 」 の レベ
ル にあ る はず の不 満 が 、 ヤ コ フの 「感 慨 」 を とお して 、 「人 間 」 達 の 矛盾 と偽 善 に対 す る 「虫 」
側 の 反感 の レベル に まで 、 押 し上げ られ る。 さ らに、 このヤ コ フ達 「虫」 に よ る制 裁 が 、 「私 」
の 「期 待 」 に よ って 、 下 層 労 働 者 達 の 「闘 争」 の レベ ル に ま で 押 し上げ られ る と い う三 段 階 の
構 図 に な っ て い る。
この よ うな 作 品 上 の構 図 か ら考 えて み る と、 「か ん か ん虫 」 は、 ヤ コ フ の 「人 間」 に 対 す る
不 満 や イ フ ヒ ム の 怒 りな どが 「私 」 の 「期 待 」 に覆 わ れ る こ と を とお して、 〈階級 闘 争 〉 と い
う社 会 主 義 的 な 意 識 を喚 起 す る 作 品 と して 見 る こ と もで き る だ ろ う。 「か ん か ん 虫」 に お いて
追 究 され て い る も のは 、 ヤ コ フの不 満 の 中で語 り出 さ れ た 「人 間」 の矛 盾 と偽 善 で あ り、 さ ら
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にヤコ フ自身に見 出され た人間その ものの もつ矛盾 と偽 善であ った。 「かんか ん虫」 は、 この
ように人間の本性 の追求を基 本的テーマに した作 品 として理解する ことが出来 る。 同時代 の思
潮で あ り、 自 らの関心 の対象で もあった社 会主義のモチー フは、 このよ うに人間性 における矛
盾や偽 善の問題 を通 して作 品中に取 りこまれ ていた と考 え られる。 「かんかん虫」 は、社会 主
義 という時代的関心 を含みなが らも、根源 的にはやは り人間その もの本性 に熱い視 線を向けて
いた ことは疑 えな いと思われ る。
そ して、 このよ うな視点 は、 これ まで考 察 してきた有 島武郎 とキ リス ト教 との問題 の中で も
明 らか に した ように、 「人」の く肉〉 というモ チー フ と深 い関連性 を持 って いる もので あ り、
これ が さ らに後 に発表 された有 島作品 の最 も中心的 ・基本 的な 問題 点 にな って い くと思われ
る。そ のような意味 において 、 この 「か んかん虫」 はまぎれ もな く、 有島における処女作 とし
て位置付 けることができる。
第三章 有島武郎rカ インの末喬』論一 〈闘争本 能〉 をめ ぐって一
『カイ ンの末喬』 は、北海道 の荒 々 しい大 自然を背景 に開拓 小作農 民達 の姿 と主人公で ある
広 岡仁右衛門が松川農場か ら追 い出され るまでの一年 間を描 いた小説 である。
そ こで、本論 文は松 川農場 での一年間、 生活 の基盤 を喪失 し、その上赤 ん坊 も馬 もな くした
あげ く、妻 と共に夜間逃走す る仁右衛門 の姿 を描 いた最後 の場 面を、敗北 の象徴的 な場面 とし
て捉えなが ら、 作者は 自分 自身の有産階級 としての現実 的な問題 を 自然観 の枠組み の中で、 ど
のよ うに描 き出 して いるか という観点 か ら、 『カイ ンの末商』 とい う作品 にお ける敗 北 の意味
を再考 した。
『カイ ンの末喬』 の仁右衛 門を通 して、有島が 我々 に投げ掛 けた問 い一 というよ り有島 自身
に投げ掛けた問いであろ う一 に就 いて の返答 は、野蛮性 あるいは非文 明性 は文 明化 され た社会
の枠組 みの中では敗 北せ ざるをえな いという ことで あって、それ は 「自然」 の枠組み の中で必
然的 に生 じる事 態 にほか な らなかった。そ こには、 「本能」 とか 「相反す る二 面的性格」 とか
とい う論理 では十分 には捉 えきれな い有島 固有 の 「自然」意識が認め られる。 『カイ ンの末喬』
は、仁右衛 門を通 して人間が は らむ根本的 な問題、即 ち、 身体 と精神 との相剋 という、人 間の
苦悩 の現実 をテーマに した作品で あったので ある。
第 四章 有 島 武 郎r或 る女 』 論1-r或 る女 の グ リンプ ス』 か らr或 る女 』 へ一
本 章 で は 、 有 島 の 『或 る女 』、 と くに そ の前 篇 と、 前 篇 の初 稿 に 当た る 『或 る女 の グ リ ンプ
ス 』 をめ ぐる様 々な 問題 点 を考 察 した が 、なか で もい わ ゆ る 『或 る女 の グ リン プス 』 の 「完 結 」
「中絶 」 に 関 す る 問題 にふ れ な が ら、 『或 る女 の グ リ ンプ ス 』 の根 源 的 な 主 題 に つ い て 考 えて
見 た。
『或 る 女 の グ リン プ ス』 の 中 に 「田 鶴 子 は 生来 こん な 惨 い、 い ま は しい 思 ひ に悩 ん だ 事 は な
か つ た」 とい う 一文 が 見 出 され るが 、 この 「い まは し い」 とい う言 葉 は非 常 に興 味 深 い。 この
言 葉 は、 「真 暗 な 」 と も言 い 換 え られ る が 、 こ こか ら、r或 る 女 の グ リン プ ス』 にお け る反 抗 す
る 田鶴 子 像 に は、 キ リス ト教 に対 す る反 発 か ら生 じる有 島 の 「罪 」 意 識 が 反 映 して い る と考 え
る こ とが で き る。 換 言 す れば 、r或 る 女 の グ リ ンプ ス 』 の段 階 の 有 島 は 、 先 行 論 が 指摘 す る よ
う に 「一 先 ず の 開放 感 を得 て 終 わ った」 と捉 え る こと に はや や 無 理 が あ り、 開 放 感 を得 た ので
は な く、 「い まは し い」 と い う言 葉 に 象 徴 され る よ うな 精 神 的 苦 悩 一キ リス ト教 に対 す る苦 悩
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一 を完 全 に振 り切 っ て い た とは言 えな い と考 え られ る の で あ る。
結 論 と して、『或 る 女 の グ リン プ ス』は、キ リス ト教 に対 す る有 島 自身 の 当時 の精 神 的 苦 悩 を、
一 方 で 主 人 公 田 鶴 子 の いわ ゆ る 「叛 逆 」 を描 きつ つ 、 他 方 で はそ の 「叛 逆 」 に よ って は救 済 さ
れ る こ との な い、 「い ま は しい」 気 分 を描 き 出す こ と に よ っ て、 率 直 に表 現 した 作 品 と して 理
解 す る こ とが で き る。
第五章 有 島武郎r或 る女』論2一 屈辱の深層構造 をめ ぐって
有島 の作 品 を論 じる際、そ の 中心 テー マ と してよ く問題 とされ るのは、肉体(性)と 精 神
(モラル)、あ るいは本能 と社会 とい った二者 の関係で ある。有 島の多 くの作品が このテーマ
を基調 にしている ことは、改 めて いうまで もな い。有 島の代表作で ある長編 『或 る女』 も中心
テーマ としてそ う した二者 の関係 の問題 を抱 えて いる。
本章では、葉子 の心 の内面 の動揺が見 られ る第十三章 に注 目して作品 を解析 した。すで に、
江 種満子氏 は 「『或 る女』の第十三章か ら第十六章 に至 るまで の四つ の章は、この作品のス トー
リー展 開のうえか らいって、た しか に一つ の高峰群 を成 して いると思われるが、 また 同時 にき
わめて象徴 的な意 味にお いて も、やは り高峰群で あるということがで きる」 といい、その重要
性 を指摘 した。そ の指摘 をふ まえ、 「屈辱」 という言葉 に凝縮 され た意 味を新 た に考察す る こ
とをとお して葉子 の内面の深層風景 を垣 間見 ることによって、 『或 る女』 の解釈 にお ける新た
な方向性 の呈示 を試みた。第十三章 の 「屈辱」は第十二章か ら発展 した感情がその直接的な背
景であ った のはいうまで もな いが、 内面 の心 層構 図か ら考 えてみ る と、 「屈辱」 の内部 には、
江 種氏 の言 う 「男性 に対す る敵意」や福 田準之輔氏 の指摘す る 「不遜な人々の背景 になる社会、
倫 理道徳 に対す る く屈辱〉感」な どといった観念的な捉 え方では言い尽 くせない、よ り複雑で
複 層的な感情が認 め られ る。 つま り、 「屈辱」 とい う感 情は、葉子 の心 の深 部 にある純粋 性 ・
純 白性 に満 ちた無垢な幼年時代 とは無縁 の、肉体 の 目覚め といった少女期 に根 ざす内面層 に胚
胎 する ものだ った のであ る。 さ らに、 このよ うな 「屈辱」 の意 味か ら考 え ると、 『或 る女』 の
悲劇 的な結末 は ここにすで に予告 されてい るので あ り、 このような複雑な心理の描 出にお いて
この作 品はまさに リア リテ ィを獲得 して いるということがで きるので ある。
第六章 有島武郎r或 る女』論3一 破滅物語一
『或 る女』 におけ る葉子 の破滅 の原 因 につ いて、そ の問題 に関す る先行 の緒 論 を視野 に入れ
なが ら、本論で は新たな論点 を通 して考 察 を試みた。
世の中の 〈偽 善〉や 〈矛盾〉 と向か い合 って、それ を拒否 し、 「本能 的」な愛 の世界 の住 人
として 生きることを葉子の行動 に託す ことによって、 有島が 「人生の可能」 を試 みたのが 『或
る女』 という作 品で あった。 しか し、その 「人生 の可能」は不可能 に近い ものであ ることが、
この作 品をとお して 明 らか とな る。倉地 との愛 を決意 した葉子 のいわゆる 「変身」その ものが、
社 会 という枠組み の外側 で しか獲得 され えなかった と こーろにそれは示 されてお り、 『或 る女』
はそう した不可能性 を露呈させて しまった のであ る。
そ して、後編 にお ける葉子 の破滅は、不可避 の手川頁を踏 んで展開 して い く。つ ま り、 『或 る
女』 は、葉子 の必然的な敗 北の物語 であった。 この作 品は、葉子の行動を とお して社会 の 〈偽
善〉や 〈矛盾〉 を浮かび上が らせているのであ り、更には、我々が世の中に存在 する以上、葉
子が求 めた ような新たな 「社会」の実現 は不可能であ ることを語 り出 している と思われる。
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第 七章 有 島武 郎 「一 房 の 葡 萄 」 論一 〈わ か らな い〉 物 語 一
「一 房 の葡 萄 」 にお け る 〈わ か らな い〉 とい う言 葉 は、 単 純 な意 味 を表 して い る の で は な い。
例 え ば 、 〈わ か らな い〉 と い っ て も、 厳 密 に い う と、 次 の二 っ の 意 味 を持 っ て い る。 一 つ は、
「僕 」 の認 識 や 意 識 とは 別 に働 い た 〈盗 み 〉 の行 動 、 いわ ゆ る 〈肉〉 の 問題 で あ り、 も う一 つ
は、和 解 に対 して もそ の 〈訳 〉 を くわ か らな い〉 と捉 え る不 可 知 性 、 あ る い は不 可 能 性 とい う、
二 つ の 意 味 が 含 意 さ れ て い るの で あ る。 有 島 は恐 ら く この 二 つ の意 味 を、 「一 房 の 葡 萄 」 と い
う作 品 を通 して 我 々 に伝 え よ う と した の で は な い だ ろ うか 。
罪 と して の 〈肉〉 の 問題 か ら ど う して も離 れ る こ とが 出来 な い我 々、 これ は 有 島 が 一 生 涯 に
わ た っ て 苦 しみ 続 け て い た 問題 で あ り、 これ まで の 作 品(『惜 しみ な く愛 は奪 ふ 』『或 る 女』 『カ
イ ンの 末 喬』 な ど、 殆 どの作 品 にお い て)に も内 在 して い た も っ と も重 大 な モ テ ィー フで あ っ
た 。 しか も、 有 島 は 一 生 この 〈肉〉 の 問題 に つ い て解 決 す る方 法 が 見 つ か らず 、 悩 み 続 けて い
た。 そ の よ うな 〈肉〉 の 問題 を、 大 正 九 年 とい う殆 ど晩 年 に近 い 時 に、 しか も児 童 文 学 作 品 で
あ る 「一 房 の葡 萄 」 の重 要 な モテ ィー フ と して扱 っ た とい う こ とは、 非 常 に意 味深 い と言 わ な
けれ ば な らな い。
子 供 の 「僕 」 の和 解 が 真 の愛(先 生)に よ って 導 か れ た と して も、 そ れ は あ くま で も子 供 の
「僕 」 の経 験 で あ って 、 大 人 の 「僕 」(有 島武 郎)に とっ て、 真 の愛 は 「ど こに も」 な い ・「も
う二 度 とは会 へ な い」。 だ か らこそ 、 和 解 の 〈訳 〉 は、 依 然 と して 〈わ か らな い〉 の で あ る。
この よ うな 意 味 にお いて 、 児 童 文 学 「一 房 の葡 萄 」 は、 有 島 が 晩年 に近 い時 まで 精 神 的 に悩
み続 け て いた これ らの 問題 を、 児 童 文 学 を通 して 、 率 直 に 自分 の子 供 達 や 多 くの子 供 達 に伝 え
た か っ た ので あ ろ う。 そ れ を実 現 した の が 「一 房 の葡 萄 」 で あ った 。
結 論一 有島武郎の思想 と文 学及び 今後の研究課題一
これ まで有島 の精神的 ・思想的な面を うかが うため に、彼 のキ リス ト教 との関わ りの軌跡 を
考察 し、更 には彼 の代表的な幾つかの作品 につ いて考察 して きた。本論文 の 目的で もあった 〈リ
ア リズム的な作家 としての評価〉 に対す る再考 の問題 につ いて、本論文 の考察の成果 は、次 の
通 りで ある。
有 島とい う日本近代 の作家 は、 す ぐれた 〈リア リズム 的な作家〉で あ り、 「人 間」 の本質そ
の もの に対 して一生涯 を貫 いてまで探求 を続けた作家 として高 く評価 され る。 しか も、そ の探
求が他の作家 に較べて、いか にも真剣で あ り、 〈真面 目〉極 まる姿勢で挑んでいた という こと、
そ して彼 の作 品を とお して、 「人」 の醜 い本質 を直視 し、 誠実な作家 的態度 に立脚 してそれ を
追求 し続けた ことは、 まさに 日本近代文学 者の中で もずばぬ けた 〈リア リズム〉 作家 として評
価すべき所 であ ると考 え られ る。
しか し、 本研究 は多 くの論点 を見逃 して きて もいる。 有島武郎 とホイ ッ トマ ンの問題、有島
武郎 と社 会主義の問題、有 島武郎 の 自殺 の問題、 またキ リス ト教的色彩が強い 「三部曲」その
他、考察すべ き他 の作品 も少なか らず残 されて いる。 これ らの問題 はすべて、今後 の課題 とす
る ことになるが、 さ らに研究 を進 め、 これ らの問題点 を通 して新たな有島武 郎像 を構 築 してい
くことに したい。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、大 き く序論 と第一部、第二部そ して結論 よ りな る。有島武郎のキ リス ト教体験 に
ついて考 察 した第一部 は全五章、有 島の主要作 品に分析 を加 えた第二章は全七章で構成 されて
いる。
「序論 一有 島武郎研究 の対 象 と方法 一」 では、本論 文 の 目的が提示 され る。すなわ ち有 島の
入信か ら棄教 に至 るキ リス ト教体験 の内実 を明 らか に した上で、そ の体験が有島の文学の形成
において担った意 味を考察す ること、そ して更 にそ うした考察 をとお して有島文学 にお けるリ
ア リズ ムの意義 を解 明す ることが課題であ る旨が述べ られて いる。
「第一 部 有 島武郎 とキ リス ト教」、 「第 一章 有島武郎 とキ リス ト教概観」で は、近代 日本
の知識 人、特 に文学者 とキ リス ト教の交渉、そ して有島 とキ リス ト教の関係の問題 に関 して、
先行研究 を概観 し、整理 を行 って いる。
「第二 章 有 島武郎 とキ リス ト教入信1一 〈真理〉 追求及び宗教 の芽生え 一」で は、有 島の
キ リス ト教入信 にお いて、幼少年時の生活環境、 また札幌農学校時代に新渡戸稲造 ・カー ライ
ル ・内村鑑三 らか ら受 けた影 響な どが もった意義 にっ いて考察 を加えた上で、宗教 を とお して
〈真理〉そ のものを追求 しよ うとした有島の入信 に向か う根本 の動機 を明 らかに してい る。
「第三 章 有 島武 郎 とキ リス ト教 入信2一 〈真面 目〉 をめ ぐって 一」 は、前章 に論 じた有 島
にお ける 〈真理〉の問題 に焦点 をあて る。論者 は、有 島の 日記で ある 『観 想録』を参 照 しつつ、
そ の 〈真理〉への希求が 〈真面 目〉 とい う態度の追求 として具現化する と指摘す る。 〈真 面 目〉
とは、有限 の 〈肉〉な る存在 を 〈霊〉 の徹 底によって浄化 し、無限の境地 に到達す る こと、そ
してそ の境位 において真の 「同情」 を獲 得する ことを求める人生態度 である。 しか しそ うした
確信 を手 にして いた有島が男色事件 に遭 遇 し、否定 しがたい 〈肉〉 の存在 に直面 して、激 しい
精神 の危機 に陥 った ことが論 じられている。
「第 四章 有 島武 郎 とキ リス ト教入 信 の問題」で は、 前章 まで の考察 を踏 まえて、有 島の入
信 の問題 について、結論的な見解が 提示 され る。す なわち 〈真 理〉へ の希求 の中で 〈真面 目〉
を追求 しつつ も 〈肉〉の存在 に苦悩 を強 い られ ていた有 島に とって、キ リス ト教へ の入信 とは、
人間 の 〈肉〉なる もの を徹底 して否定 し、神 か ら新たな 「life(生命)」を授与 され るこ とで あ
り、有島 を苛む 〈肉〉 の問題 の解 消をもた らして くれ る ものであった と論者 は指摘 して いる。
併せて有島の信仰における神 の認識 の在 り方 について、 キ リス ト教 の超越 的 ・絶対 的な神 とは
異な る、宇宙の内側 に存在す る、 内在的な神の存在認識 が認め られ る ことを指摘 し、それが有
島の棄教 の遠因 をな している と述べている。
「第五 章 有 島武 郎 とキ リス ト教棄 教の 問題」では、約十 年にわた るキ リス ト教信仰か らの
有島の離脱の問題 に考察が加 え られ る。そ の棄教 の要 因は様 々に想定 され るが、本章で は とく
に 「偽善」の問題に焦点 があて られ る。 キ リス ト教 の教会 の内部 に見 出された偽善、そ してキ
リス ト教徒 としての 自己の内部 に も認 めざるをえなか った偽 善、そ う したキ リス ト教 の内に見
出され た偽 善の存在が、 〈真理〉 を希求 し 〈真 面 目〉 を志 向す る有 島の内部 に激 しい矛盾 を引
き起 こした ことが、キ リス ト教 離脱 の契機 であった と本 章は論 じている。
「第二部 有 島武郎 と作 品の世界」、 「第一章 序論 一キ リス ト教棄教か ら日本文 壇へ の登場
一」は、第一部で論 じられた有 島のキ リス ト教体験 の中で浮上 してきた様 々の問題、す なわ ち
真理 ・真面 目 ・同情 ・肉 ・偽 善等 の多 岐にわ たる問題 が、 有島の作品世界 に投影 され、 あるい
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は作品の基底的なモチーフ となって いる ことについて概 説がなされ ている。
「第二章 有 島武郎 「かんかん虫」論 一人間 の 〈欲〉 によ る 「世 の中」 の論 理 一」で は、有
島の処女作 「かんか ん虫」に考察が加え られ る。 この作 品が備 える三層構造が確認 された 上で、
論者は、 本作 の中心 的なテーマは人間存在が孕む矛盾 と偽善そ のものにあると指摘 して いる。
そ してそのよ うな人間の本性的な矛盾や偽善 の注視 とい う在 り方 に、有 島のキ リス ト教体験 の
反映が確実 に認 め られ、そ こにこの作品 の処女作 として の意義 を確認す ることがで きると論 じ
ている。
「第三章 有 島武郎 『カイ ンの末喬』論 一 く闘争本能〉をめ ぐって一」では、『カイ ンの末窟』
が分析 の対象 とされ る。本章で とくに考察 の中心 に据 え られ るのは、主人公片岡仁右衛門 の人
物造型 の問題で ある。論者はそ こに、 内外の 自然 に関す る有島 の認識、すなわち 〈闘争本能〉
と して の自然性 という認識の投影 を見 出 してい る。そ して この作品 の主題は、人間 におけ る肉
体 と精神 の相剋 の苦悩 にある と論 じている。
「第 四章 有 島武郎r或 る女』論1一 『或 る女 のグ リンプス』か ら 『或 る女』 ヘ ー」 は、 以
下 に続 く 『或 る女』論の端緒 と して、 『或 る女』前篇 の初 稿 にあたる 『或 る女のグ リンプス』
を取 り上げ、 その主題の追求 を試 みてい る。 『或 る女 のグ リンプス』 は、キ リス ト教 に対す る
有 島の精神的苦悩 を主人公田鶴子 の 「反逆」 を とお して描き出そ うとした作 品であるが、 しか
しそれ によって有 島の苦悩 が解消 され る ことはな く、結 局 「中絶」の形 で閉 じ られ、新 た に
『或 る女』 が起筆される ことは必然で あった と論 じられている。
「第五章 有島武郎 『或 る女』論2一 屈辱の深層構造 をめ ぐって 一」では、 とくに 『或 る女』
第 十三章、主人公葉子の内面 の動揺が描 き出され た場面 に焦点 を据 え、そ の心理 の分析 を とお
して、 葉子の人物像、そ して プロッ トの展 開上で の本場 面の意義 について考察 を試みて いる。
論者が注 目するのは、・そ こに示 されて いる葉子 の 「屈辱」 の意識 であ り、前篇 のそれ まで の展
開 を踏 まえる ことによって、そ の意識が葉子 の内面 の深層 に蠕 る複層 の感情 に胚胎す るもので
あった ことが明 らかにされて いる。 さ らにそ のような葉子 の在 り方が、後篇 にお ける葉子 の悲
劇 的な結末 を既 に予告 して いると指摘 して いる。
「第 六章 有 島武郎r或 る女』論3一 破 滅物語 一」 では、後篇 にお ける葉子 の破滅 の原 因 に
っいて考察 が加 え られて いる。 『或る女』 は、世 の中の偽 善や 矛盾を拒否 し、 「本能的」な愛 の
世界の住 人 として生きること、そのよ うな生 の可能性 を、主人公葉子 をとお して追求 した作品
であるが、 しか し葉子が見 出した愛の世界が社会 の枠組み の外側 に しかあ りえなか った故 に破
綻せ ざるを得 なかった と論者は指摘す る。そ してそ のように葉子 の敗北 の物語 として完結す る
ことによって、 この作品は社会の偽 善や矛盾 を鮮 明 に浮かび上が らせ ることが可能 となって い
る と結論付 けている。
「第七章 有 島武郎 「一房の葡萄」論 一 〈わか らない〉物語 一」 では、 「一房 の葡萄」におけ
る 「わか らない」 という表現 に着 目し、その内実の考察 を試みて いる。その結論 として、 晩年
近 い時期 に児童文学 として執筆され た この作 品に も、キ リス ト教体験 をとお して浮上 してきた
問題が色濃 く投影 されて いることが指摘 されている。
「結論 一有 島武郎 の思想 と文学及 び今 後の研究課題 一」で は、各章 の考察 の結論 を要約 した
上で、有 島文学 にお けるリア リズムが、 人間の醜悪な本質 を直視 し、それを誠実な作 家態 度で
追求 し続 けることによって生み出され た と指摘 している。 併せて今後の研究課題 を整理 してい
る。
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本論 文は、有 島武郎 の文学 の成立 の背景 として、そ のキ リス ト教 との関わ りを重視 し、入信
か ら棄 教 に至る体験 を とお して浮 上 した多様な 問題 を明 らか にす ることによって、以後 の有島
文学の成立 と展開を導 く基底的なモチー フの所在 を見極 めよう とした もので ある。 もとよ り日
本の近代文学者にお けるキ リス ト教体験 の意義 の解 明は複雑 な問題 をは らむ困難な課題 と言わ
ざ るを得ず、 本論文 において も更 に考察 を深 めるべ き点 は少 な くな いが、 こうした論点が有島
研究 において極 めて重要 かっ有効 であ る ことは言 うまで もな い。個 々の作品分析 に関 して再
考、修 正すべき面が残 されて はいるものの、有 島武郎 の研究史 にお いて従来 こうした観点か ら
の考察が必ず しも掘 り下げ られ る ことが なか った状況か らすれば、本論文 の意欲的な考究が斯
学の発 展に寄与す ると ころ少なか らぬ ものが ある と判断 され る。
よって、本論文 の提 出者は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有する ものと
認め られる。
一207一
